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名 称 伊勢崎市立境采女小学校ＰＴＡ 

会 員 数 ３２１人（令和５年５月１日現在） 

組 織 ・ 運 営 

１ 組織 

 ・本部役員 ６名 

 ・顧問   １名 

 ・会計監査 ２名 

 ・地区委員会（８地区） 

２ 運営 

 ・総会、拡大委員会、本部役員会、運営委員会 

 ・地域行事への協力 

主 な 活 動 

１ ＰＴＡ組織及び活動内容の見直し 

  保護者へのアンケート結果を踏まえて、以下の図に示すとお

り、ＰＴＡ組織の大幅な見直しを行った。 

＜令和４年度以前＞ 

＜令和５年度以降＞ 
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 ＜ＰＴＡ組織及び活動内容の見直しによる成果＞ 

 ・学校やＰＴＡ、地域の行事等を年間で見直し、必要な会議に

精選したことで、保護者、教職員双方の負担の軽減につなが

った。 

 ・ＰＴＡ活動をボランティア募集制度に変更したことにより、

活動の規模も縮小されて、真に必要な活動内容に精選するこ

とができた。ＰＴＡ活動に対するハードルも下がり、気軽に

協力できる体制ができつつある。併せて、ＰＴＡ年会費も半

減することができ、保護者の負担を減らすことができた。 

 ・地域による役員選出の際の不公平感が解消できた。 

 ・学校運営協議会においてＰＴＡ活動について、取り上げるこ

とで、地域の理解もいただきながら進めることができた。 

 

２ ボランティアによる主な取組 

 (1) 登下校時の交通安全 

   日々の登校時における保護者やボランティアによる旗振り

活動や、地域諸団体の方々による見守り活動をとおして、児

童の安全確保と健全育成に貢献していただいている。 

 

 

 

 

 

 

 

保護者による旗振り       交通安全教室 

 

(2) 体育的行事への協力 

   令和４年度以前の運動会やマラソン大会などの体育的行事

では、ＰＴＡ本部役員や体育委員会の皆様に運営の協力を依

頼していたが、今年度より、これまで地区委員が分担して所

属していた専門委員会を廃止したことに伴い、全保護者にボ

ランティアを募り、行事の運営への協力を依頼した。運動会

では片付け作業を行っていただき、マラソン大会では一般道

路での誘導にご協力いただいた。これまでは一部の保護者の

みで行っていただいていたことを、広く全保護者に広げたこ

とで、協力する保護者の皆様の意識の高まりも感じられた。 

 

 

 

 

  

 

          運動会         マラソン大会 
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名 称 伊勢崎市立南小学校ＰＴＡ 

会 員 数 ２２６人（令和５年５月１日現在） 

組 織 ・ 運 営 

１ 組織 

○本部役員 １３名 

会長１名、副会長４名、書記３名、会計３名、顧問２名 

○会計監査２名  

○常置委員会 学年委員６名 地区委員８名 広報委員６名 

２ 運営 

（１）本部役員会   年１０回実施 

（２）拡大運営委員会 年４回実施 

（３）総会      年１回実施 

拡大運営委員会は、同日、本部役員会の後に実施。 

主 な 活 動 

【実情に応じたＰＴＡの組織及び運営の工夫】 

１ 組織及びＰＴＡ活動の見直し 

児童数の減少に伴い、ＰＴＡ会員数が減少し、今後、地区委員

を全地区から選出することが困難となることが想定される。そこ

で、地区委員の担ってきた安全面での業務を精選し継承できるよ

うに、令和６年度は「地区委員」を「安全委員」という名称に変

更し、各学年から１名選出していくことを今年度の本部役員会よ

り提案し、ＰＴＡ会員から承認を得た。 

また、同様にＰＴＡ会員数の減少から朝の旗振りが頻繁にまわ

ってくる地区が出てきたことから児童の朝の通学状況を調査し、

朝の旗振り箇所を見直した。全保護者へのアンケートを実施し、

要望をとりまとめ、拡大運営委員会、総会で承認を得て、旗振り

箇所を５カ所から２カ所へ絞りこんだ。このことにより保護者の

旗振り当番が毎月１～２回から２ヶ月に１回程度になり、大幅に

保護者の負担が軽減された。 

【学校運営協議会、公民館等と連携した地域学校協働活動】 
１ 朝行事における読み聞かせ活動  
保護者ボランティアが朝行事の時間に

読み聞かせを実施しているが、今年度は
ボランティアを増やそうと、校区の公民
館だよりで地域の方に読み聞かせボラン
ティアを呼びかけたところ、新たに 4 名
の方の協力を得ることができた。そこ
で、地域の方が読み聞かせを行うに当た
っての講習会を公民館で長年朗読の指導をされている方を講師に
迎え、2 回実施した。この講習会に保護者の読み聞かせボランテ
ィアも参加し、本校の読み聞かせに関わる方々の技能向上を図る
とともに、保護者と地域の読み聞かせボランティアの交流の場に
もなった。 

 
読み聞かせ講習会 



 

- 14 - 

 

２ 公民館主催の行事への参加 

学校運営協議会にＰＴＡ会長とＰＴＡ顧問が委員として会議に

参加し、公民館を核とした学校と地域の連携・協働に関わる活動

等について協議をしている。この会議で協議されたことを反映す

る事業を学校が具体的に公民館に依頼し、公民館主催の夏休み子

ども向け講座の一つとして「こども書道教室」「南地区ふるさと

学習まちあるき講座」が企画され、開講された。これらの講座で

は、地域住民、高校生等が講師となって児童の指導にあたった。 

 また、６年生児童による「南小マーチ

ングバンド」の地域行事での演奏に関わ

る協力が、学年委員会の事業になってい

る。児童が学校から地域へ出て行く活動

に、ＰＴＡが関わっている事業で、今年

度は公民館主催のレクリエーション大会

のオープニングで演奏を披露した。 

【委員会によるＰＴＡ活動】 

１ 学年委員会によるＰＴＡ環境美化活動と給食試食会 

学年委員会がＰＴＡ環境美化活動を年

に２～３回、休日の朝に計画し実施して

いる。多くの保護者と児童が参加し、校

内の除草、校庭整備、卒業式に飾る花の

植栽等を行っている。学年委員が受付や

お茶の準備等を行うなど、ＰＴＡ主体の

活動となっている。 

 また、学年委員会が実施してきた１年生の保護者を対象にした

「給食試食会」が、コロナ禍で３年間中断していたが、保護者の

要望が多いことから、今年度はこれまで参加できなかった４年生

までの保護者を対象に２日間に渡って実施した。給食の試食のほ

か、栄養教諭による食の指導や給食がどのように作られているの

かなど、家庭での食育と給食の理解を深める機会となった。 

２ ＰＴＡ主体の安全指導に関わる取組 

地区委員は「子ども安全協力の家」の利用状況調査を行い、そ

の結果をもとに学校の安全集会で「子ども安全協力の家」の説明

や利用確認を行っている。また、毎年実施している１・４年生の

交通安全教室では、学年委員会を中心に保護者ボランティアを募

り、多くの保護者の参加のもと、安全指導の充実を図っている。 

３学期には、保護者による通学路の危険箇所調査を実施し、危

険と思われる箇所を調査用紙に記入し提出をしてもらっている。

学校は提出された箇所を集約し、新年度、カーブミラーの設置や

路面標示等の改善要望を市へあげている。また、危険箇所を学校

通信の特集号として取り上げ、危険箇所の周知を図っている。 

 

 
マーチングバンドの演奏 

 
花壇への苗の移植 
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名 称 富岡市立小野小学校ＰＴＡ 

会 員 数 １１４人（令和５年５月１日現在） 

組 織 ・ 運 営 

１ 組織 

（１）本部役員：７名 

   （会長：１名 副会長：２名 書記：２名 会計：２名） 

（２）顧問：２名 

（３）会計監査：２名 

（４）専門委員：９名（９地区各１名の地区委員） 

 

２ 運営 

（１）定期総会（年１回） 

（２）実行委員会（年４回） 

（３）専門委員会（随時） 

主 な 活 動 

１ 地域との連携 

 本校ＰＴＡは、小野地区地域づくり協議会と多方面で連携し、

地域における児童の豊かな体験をかなえるため、地域の行事（納

涼祭・文化祭）に参加、協力をし、学校・地域の枠を越えて児童

の育成を共に行っている。 

 地域づくり協議会が主催

する納涼祭は、毎年８月に

実施され、多くの地域住民

が参加するお祭りである。

様々な地域団体が運営に参

加・協力しているが、本校

ＰＴＡは、富岡市立北中学

校ＰＴＡと合同で焼きそば

の調理・販売を担当するとともに、お祭りの司会進行も担当し、

児童をはじめ地域住民がそろって楽しむ機会を創出している。 

 同じく地域づくり協議会が主催する文化祭は、公民館を会場に

開催され、児童、生徒、園児お

よび地域住民の文化サークル等

が参加するものである。例年、

本校１年生児童が作品展示で参

加している。本校ＰＴＡ本部役

員は、運営委員として準備から

片付けまで行い、地域住民と児

童の文化的な交流の場を作るこ

とに協力している。また、ポップコーンの調理・販売を担当し、

文化祭に来場した子どもたちを楽しませている。 
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 また、協議会以外の地域住民

とも様々な場面で連携してい

る。特に、本校のシンボルであ

るとちの木については、地域住

民とＰＴＡ本部役員が協力し

て、５月に消毒作業を行い、樹

齢 100 年を越える大木を共に守

っている。 

 

２ 幼小中ＰＴＡの連携 

 富岡市では、将来の少子化を念頭に置いた「富岡市立小・中学

校適正規模・適正配置基本計画」が策定され、計画に則った協議

が進んでいる。小野地区では、これまで北中学校を会場に２回、

小野小学校を会場に１回、教育委員会担当部署から説明会が開催

された。 

 さらに、具体的な説明を聞き、保護者としての不安や疑問を解

消するために、本校ＰＴＡ本部役員が主導し、校区内の北中学校

ＰＴＡと認定こども園おのすみれ保護者会で連携して、幼小中Ｐ

ＴＡ合同の学校再編説明会を共催した。本校ＰＴＡは、二校一園

の保護者に Google Form を利用して研修会参加希望のアンケート

をとったり事前質問を募った

りして事前準備を進めた。当

日は、富岡市教育委員会担当

に出席していただき、学校再

編計画の説明をしていただい

た。保護者からは、不安解消

のための質疑や統合に向けた

プロセスの確認など、活発に

意見が出された。 

 幼小中ＰＴＡ合同説明会のあとには、区長会と民生児童委員協

議会に対して説明会の概要報告を行った。民児協に対しては概要

をまとめた資料を提供し、区長会に対しては、小中ＰＴＡ会長が

説明会開催の意図や話し合われた内容などを直接説明した。 

 この合同説明会を、小中ＰＴＡが主体的に企画、運営を行い、

こども園保護者にも呼びかけることで、学校再編が将来にわたる

地域全体の課題であり、地域としてどうすべきかを考える必要が

あることを再確認する機会となった。また、幼小中ＰＴＡの連携

を深めることにつながり、地域の子どもたちの育成について、同

じビジョンで取り組むきっかけとなった。 
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名 称 嬬恋村立西部小学校ＰＴＡ 

会 員 数 １６４人（令和５年５月１日現在） 

組 織 ・ 運 営 

【組織】 

〇本部役員：会長１名、副会長２名（含女子１名：家庭教育委員長） 

書記３名（Ｔ１名）、会計３名（Ｔ１名）、 

会計監査：１名 

〇運営委員会(本部役員、学年代表、専門部代表) 

〇地区委員会 〇学年委員会(２名) 

〇専門部委員会：文化生活委員会６名、保健体育委員会６名 

【運営】 

〇本部役員会 年間２回実施（４月、11 月） 

〇運営委員会 年間２回実施（５月、９月） 

〇総会 年間１回実施（３月） 

 ・年間の活動の総括、次年度に向けての活動や組織作りを確認 

する。 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、開催時期、 

規模等に配慮しながら実施している。 

主 な 活 動 

１ 教育環境整備への積極的な協力 
ＰＴＡ会員がボランティアとして「校舎周りの草刈り」「水泳

授業の補助」「スケート授業の講師」「登下校指導」等、教育環
境の整備や授業補助を積極的にすすめている。 

〈水泳授業の補助〉      〈スケート授業の講師〉 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
２ スリム化した体制でのＰＴＡ活動 
家庭数の減少に伴い、組織改革を行い、委員会の数や所属する

人数を減らすなど、組織の再編成を行った。２地区を１つの地区
とし、会長・副会長各１名、女性副会長(家庭教育委員)１名とな
った。学年委員会と２つの専門委員会・地区委員会とで活動を行
っている。この専門委員会・地区委員会は各地区から選出し、構
成されているため、地域の情報や会員の意見を反映させた活動が
行われている。また、オクレンジャー（連絡メール等）を活用し
て、学校評価や総会での意見の集約などの簡便化を図っている。 
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３ 地域住民と協働して行う諸活動 
 社会教育委員の協力を得ながら「放課後ふれあい教室」や「土
曜ふれあい教室」を実施している。「茶道教室」や「生け花教
室」、「たこ作り」、「読み聞かせ」など充実した活動を行って
いる。また、「どんどん焼き」など地域の行事に参加する児童が
多く、地域の教育力を活用した児童の健全育成を推進している。 
   〈茶道教室〉         〈生け花教室〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
４ 親子行事等の企画、会員相互の学びに関する諸活動 
親子のふれあいを深められるよう「親子行事」を学年委員長と

担任で考え、各学年の発達段階に応じた取組を実施している。ま
た、文化生活委員による「料理講習会」を実施している。この講
習会には、栄養士も加わり、冷蔵庫にある残り物でつくるレシピ
集など、保護者にとっても生活と深く結びついた取組となってい
る。他にも、保護者や職員を対象とした「心肺蘇生法」を実施
し、子どもの命を守るための対応や対策についてしっかりと情報
共有をしている。 

〈親子行事〉        〈心肺蘇生法〉 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
５ その他の活動 

「学校だより」を毎月発行し、会員へ配付するとともに、校区

内区長に回覧し、子どもたちや、保護者、学校の様子を地域住民

に広報し、地域全体で子どもたちを育てる機運の醸成を図ってい

る。また、文化生活委員を中心に年 3 回広報「西部小 PTA だよ

り」を発行している。保護者、学校職員、児童（卒業生を中心）

の寄稿を掲載し、配布している。 
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名 称 館林市立第七小学校ＰＴＡ 

会 員 数 ７５人（令和５年５月１日現在） 

組 織 ・ 運 営 

１ 組織  

・本部役員 ８名（会長 1 名 副会長３名 書記２名 会計２名） 

・会計監査 ３名  

・専門委員会１１名 

・学年委員会１２名（各クラス正副２名） 

・支部 ８名（４地区正副２名） 

２ 運営  

(1) PTA 総会（年 1 回 紙面開催） 

(2) PTA 本部運営委員会（年３回） 

(3) 総務委員会（年２回） 

(4) 学校行事・学年行事・地域行事への協力 

PTA 総会の紙面開催（コロナ対応が発端）を行ってきた。本

年度から決議も WEB で行い、負担軽減を図っている。 

会員数が減少している。組織の構成人数を縮小したり、統廃

合したりし、少人数でも現状の学校支援が持続できるように計

画的に見直しを行っている。 

主 な 活 動 

１ 効率のよい運営に向けた取組 
 PTA 会員数の減少により、前年度踏襲の形態では会員一人一人の
負担が大きいので、事業内容や組織編成の改善を行った。 
(1) PTA 総会紙面開催及び WEB 決議 

紙面を PDF に

し、学校メールシ

ステムで全会員へ

配信した。印刷、

帳合、配付が全て

解消され負担軽減

になった。また、

決議も Google アン

ケートフォームで行った。会場設営や委任状等の掌握もなくスム

ーズに行え、負担軽減になった。 

(2)組織の統廃合と構成人数の見直し 

・専門部 

R5 は４部あった専門部を１部に統合し、事業内容も「読み聞か

せ」と「持久走大会協力」のみとした。 

R6 は「読み聞かせ」を学年部やボランティアに、「持久走大会

協力」を地域学校協働組織（本部は公民館）に委託し、組織と

して廃止とする。 

・支部 

地域ごとに４支部あり、本部役員等の選出を行ったり、支部ご

 

PTA 総会資料（紙面開催）    WEB 決議 



 

- 20 - 

 

との行事を行ったりした。本部役員の選出は R6 より３学期の学

年懇談会で選出することになった。R5 は市Ｐ連役員３名を選出

した。 

・本部 

R6 より副会長、書記、会計を１名ずつ減らし、会計監査を３名

から１名にする。書記、会計、副会長の各 1 名、は３学期の学

年懇談会にて選出する。 

(3)学校行事及び地域交流事業への参加 

 PTA が参加、支援する行事を教育課程と関連深いものに厳選し

て必要最小限の人数で実施している。 

 
 

 

生活科の一環として２年生では公民

館の地域交流事業であるサツマイモ栽

培に参加している。PTA 本部役員が近

所の畑までの交通指導を行ったり、児

童の支援を行ったりして授業の充実を

図っている。 

総合的な時間の一環として５年生で

は公民館の地域交流事業である稲作に

参加している。この日は雨で寒かった

が、こまめに声をかけたり、顔色を見

たりし、健康観察に心がけた。体調の

すぐれない児童はいなかった。 

専門部員とボランティアでローテー

ションを組み、全学年で月１回の割合

で実施している。児童はとても楽しみ

にしており、読み聞かせが終わった後

も感想や自分の考えをお互いに語り合

っている。本校の課題でもある聞く力

の育成に貢献している。 

本校の運動会は地域と合同の運動会

である。ここ４年間ばかりはコロナの

影響で合同ではできなかった。今年度

は地域、学校、保護者が意見を出し合

い、児童が主役になる充実した運動会

を運営することができた。 

本年度の持久走大会はコースを見直

し、少人数でも走路指導ができるよう

に変更した。交通指導員にも依頼し、

多くの人に見守られながら、安心して

走ることのできる環境で持てる力を発

揮していた。 

地区運動会への協賛 

２年生サツマイモ植え 

５年生田植え 

読み聞かせ 

地域運動会協賛 

持久走大会 


